
【取り組むに至った経緯】

【今後の展望】

【取り組む際に生じた課題と対応方法】
〇加工販売施設の設置場所に苦慮した。
→地域的に観光客も多く、道路に近接する
自社敷地に確保した。
〇Ｈ26年8月、丹波市地域への集中豪雨に
より平飼い鶏舎が被災し４千羽から１千羽
に減少し、卵の生産量が激減した。
→これを契機に、生産部門は維持しつつ菓
子を中心とした加工商品の開発に一層力を
注いだ。
〇商品開発と商品デザイン
→商品開発は無農薬野菜・無添加食品卸・
小売事業者に、商品デザインは地元のデザ
イナーの協力を得た。
→プリンは看板商品となり売上も増加した。
○菓子商品のパッケージ及び市場・販路の
開拓
→菓子商品のパッケージは、政策金融公庫
の紹介で日本プロ農業総合支援機構の支援
を受けた。
→市場・販路の開拓は、県民局主催の商品
開発セミナーに参加し、デザインや販路開
拓について勉強し、プリンなどの商品の外
箱・パッケージ等を更新した。

○卵の販売価格が下落傾向なことと、飼料
価格の高騰により現状のままでは養鶏
業が維持できなくなることを危惧した。

〇新たな加工商品の開発・製造・販売で収
益向上に取り組み、経営改善を図る必
要性を痛感した。

〇卵の生産を通じて食の魅力と大切さを伝
えたい。

〇事業全体の経営（H27→R3）
売上高 32％上昇

〇雇用者数
５名 （H27） → 11名（R2）

〇菓子製造にあたり地域のこだわり素材（農
畜産物）との連携が広がった。
低温殺菌牛乳、無農薬紅茶、丹波篠山茶、
丹波黒大豆、丹波ブルーベリー、丹波無農
薬人参

〇平成31年、兵庫県農とくらし研究コンクー
ルで「なめらかプリン」が優秀賞を受賞。

〇鶏の飼養羽数は現状を維持し、加工品の品質
向上に努める。

○鶏卵・加工品ともに自然食品を取り扱うカタ
ログ通販会社への卸売、イベント等での展
示販売を行う。

○新商品の飲食店向けスイーツの開発とあわせ
て、更なる販路拡大に取り組む。

・所在地 :兵庫県丹波市
・代表者 :代表取締役 芦田 昭也
・取組内容:自社生産した丹波産鶏卵を
使ったスイーツ及び惣菜類の新たな加
工商品の開発・製造・販売。

【事業者の概要】

○（農林水産省）６次産業化推進整備事業
（加工販売施設）（H23)

〇 兵庫県起業支援型地域雇用創造事業
（人件費）（H26、H27）

【活用した支援施策】

芦田ポートリーの卵を使用した商品

【取組の効果】

丹波の鶏卵でつくるスイーツの加工・販売事業
(総合化事業計画 令和２年５月29日再認定) 株式会社芦田ポートリー
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